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ブセレリンの平均投与期間は2.9:! 1. 4カ月 (mean:!8D)で、 子宮および筋腫核の体積はそれぞれ61.O:! 
17.5%、57.1:!24.7%に縮小し、ブセレリン投与前は困難と思われた巨大子宮筋腫の腫式子宮全摘術が可能となっ
fこ。
術中出血量は、コントロール群 (n=73)が283:!70. 5 g (mean:! SE)に対し、ブセレリン投与群 (n= 53) 
は230.8:! 19. 1 gと少ない傾向がみられ、 401g以上の出血例は、 22%から11.1%に減少した。

























































コントロール群 フセレリ ン投与群 l
症例数 73 53 
年齢 (歳) 43.5 :t 4.4 42.9士4.8
身長 (cm) 154.6 :t4.4 154.9 :t 3.4 
体重 (Kg) 56.3 :t 6.9 55.1土6.6
投与期間(月) 2.9 :t 1.4 
フセレリン使用期間 (月)
ブセレリン投与による子宮および筋腫核体積


















(g) 症例数 % 症例数 % 
-100 16 21.9 10 18.9 
101-200 18 24.7 18 40.0 
201-300 11 15.1 8 15.1 
301-400 12 16.3 10 18.8 
401- 16 22.0 6 11.1 












核の体積は、それぞれ61.0 :t17. 5 % (mean土
SD) (87. 8~25. 0 %)、 57.1 :t24. 7 % (98. O~ 
14.8%)に縮小した (図 1)。
l崖式子宮全摘術における摘出子宮重量は、コン






283 :t 70. 5 g (mean:t SE)、ブセレリ ン投与群






















子宮重量 コノトロー ル群 ブセレリン投与群
(9 ) 定例数 出血量 (mean:tSE) 症例数 出血量 (mean:tSE)
101-200 6 167.0 :t12.9 4 139.5 :! 46.5 
201-300 26 209.9 :t 30.2 9 135.6:t 17.1 
301-400 17 285.5 :t 45.3 14 188.8 :t 24.1 
401-500 9 450.0 :t 62.9 12 221.0 :t28.2 
501-600 6 312.5 :t 39.0 7 348.6土32.7
601-700 7 409.9 :t 57.1 350.0土日
701-800 2 450.0 :t 3 393.0土126.1
801-900 。 3 396.0 :t 20.3 
E十 7 3 283:t70.5 5 3 230.8:t19. 
平均子宮撞量
371.1:t15B 419. 9:t177 (9 ) 










































表4 副作用 (66例中28例.42.4%) 
症例数 % 
不正出血過多月経 12 18. 2 
点状出血 19 20. 8 
肩こり，ほてり 5 7. 6 
頭痛 6 9. 1 
血圧上昇 l 1.5 
腔乾燥 1 1.5 
合計 28 42. 4 
考察
GnRHアゴ、ニスト (ブセレリン)は、下垂体
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